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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
４

５
回
 

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
・
ソ
ー
ラ
ー

・
ソ
ー
ラ
ー

・
ソ
ー
ラ
ー

・
ソ
ー
ラ
ー
発
電

発
電

発
電

発
電
装
置

装
置

装
置

装
置
設
置
作
業

設
置
作
業

設
置
作
業

設
置
作
業
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
 

◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

１
１

月
１

５
日
( 日

)  
小
雨

の
ち

曇
時

々
晴
 

◇
参

加
者

；
児

嶋
道

夫
、

川
島

 
功

、
生

熊
敏

男
、

梶
野

照
雄

。
 

計
４

名
 

 

土
・

日
は

、
低

気
圧

通
過

に
よ

り
雨

の
予

報
で

あ
り

中
止

を
考

え
た

が
、

梶
野

氏
か

ら
低

気
圧

の
通

過
が

早
ま

り
そ

う
と

の
事

、
雨

雲
の

動
き

を
確

認

す
る

と
朝

６
時

頃
に

は
通

過
の

様
な

の
で

実
施

を
決

め
た

。
 

６
時

頃
ま

で
雨

が
相

当
降

り
、

紀
伊

半
島

南
部

は
雨

量
２

０
０

ミ
リ

近
く

降
り

、
国

道
１

６
８

号
線

沿
い

の
滝

は
水

量
が

多
く

、
熊

野
川

は
茶

色
濁

っ

て
水

嵩
も

増
し

、
池

郷
林

道
の

荒
れ

が
懸

念
さ

れ
る

。
 

宮
井

大
橋

を
渡

る
と

北
山

川
は

、
濁

っ
て

い
な

い
。

次
第

に
雲

間
に

青
空

が
望

ま
れ

雨
は

全
く

心
配

な
く

な
る

。
 

梶
野

氏
と

は
、

待
合

せ
せ

ず
に

持
経

宿
へ

向
う

打
合

せ
を

し
た

の
で

、
池

郷
林

道
へ

入
る

。
直

ぐ
に

梶
野

氏
か

ら
「

今
何

処
？

」
の

携
帯

電
話

、「
池

原

ス
ポ

ー
ツ

公
園

で
ト

イ
レ

休
憩

な
の

で
直

ぐ
走

り
ま

す
」

と
の

こ
と

。
 

心
配

し
た

林
道

は
、

大
丈

夫
そ

う
だ

。
石

ヤ
塔

の
写

真
撮

影
場

所
を

通
る

と
車

・
単

車
が

駐
車

さ
れ

撮
影

者
が

多
い

。
雨

後
ガ

ス
が

か
か

り
良

い
写

真

が
撮

れ
そ

う
と

来
た

よ
う

だ
が

、
残

念
な

が
ら

ガ
ス

が
か

か
っ

て
い

な
い

。
 

 
 

 

持
経

宿
出

発
前

 
 

 
 
P
1
1
7
0
で

小
休

止
 

 
ソ

ー
ラ

ー
パ

ネ
ル

設
置

準
備
 

 

持
経

宿
で

ソ
ー

ラ
ー

発
電

の
バ

ッ
テ

リ
ー

及
び

ス
イ

ッ
チ

ボ
ッ

ク
ス

、
設

置
道

具
と

薪
１

束
を

手
分

け
し

荷
造

り
し

て
い

る
と

梶
野

氏
が

直
ぐ

に
到

着
。
 

持
経

宿
の

ス
ト

ー
ブ

が
暖

か
っ

た
と

言
う

と
「

青
木

氏
が

宿
泊

し
今

朝
白

谷
林

道
経

由
で

釈
迦

ヶ
岳

周
辺

の
登

山
道

の
ヒ

メ
サ

サ
刈

に
行

く
」

と
梶

野

氏
へ

連
絡

が
在

っ
た

と
の

こ
と

。
 

尾
根

の
木

々
は

、
全

て
落
葉

し
、

朝
方

ま
で

の
雨

で
路
面

に
密

着
し

、
落

葉
を
踏
む

小
気
味

良
い
音

が
し

な
い

。
落
葉

し
た
梢

の
合

間
か

ら
普
段
見

え

な
い
遠

く
の

山
並
み

が
見

え
る

。
気
温

が
高

く
汗
ば
む

が
、

北
西

の
風

も
か

な
り
吹

き
歩

き
易

い
。
 

１
０

時
前

に
平
治

宿
着

。
児

嶋
・

梶
野

氏
は

、
屋

根
に

設
置

す
る

ソ
ー

ラ

ー
パ
ネ
ル
( ５

０
Ｗ
) 設

置
箇

所
選
定

に
屋

根
へ

。
雨

で
ト
タ
ン
屋

根
は
滑

り
、

突
き
出

た
煙
抜

き
建
屋

に
命
綱
ロ

ー
プ

を
結

び
、
滑

り
落

ち
な

い
様

に
す

る
。
 

生
熊

・
川

島
は

、
水

場
へ

の
木
製
階
段

の
木
杭

の
打

ち
直

し
と

、
朝
方

ま

で
の

雨
で
無
理

と
思

う
が

、
一
応

水
場

の
水
溜

め
用
鉄
桶

の
縁

に
セ

メ
ン

ト

詰
め
作
業
出

来
な

い
か

確
認

に
下

り
る

。
や

は
り

、
水

量
が

多
く

て
セ

メ
ン

ト
詰

め
作
業

は
出

来
ず

、
カ
ケ

ヤ
で

木
杭

を
打

ち
直

し
な

が
ら

１
１

時
１

５

頃
に

平
治

宿
に
戻

る
。
  

 
 

煙
抜

き
屋

根
に

パ
ネ

ル
据

付
 
L
E
D

照
明

の
配

線
 

 
 

 
L
E
D

照
明

点
灯

！
 

 児
嶋

・
梶

野
両

氏
は

、
屋

根
上

で
南
西

向
き

の
煙
抜

き
屋

根
に

ソ
ー

ラ
ー
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パ
ネ
ル
取
付

中
で

あ
る

。
生

熊
・

川
島

は
、
落
枝

を
捜

し
て

薪
造

り
。
 

屋
根
上

へ
の
落
葉

を
軽
減

す
る
為

に
枝
落

し
を

し
た

が
、

ソ
ー

ラ
ー

バ
ネ

ル
に
陽

が
当

た
る

様
周

り
の

木
を

４
本
伐
採

し
た

い
が

、
太

く
て

チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

が
必
要

で
あ

る
。

生
熊

・
川

島
は

、
そ

の
内
や
や
細

い
ト

ガ
サ
ワ

ラ
？

を
ヨ
キ

・
鋸

で
綱

を
張

り
１
本
伐
採

す
る

。
 

屋
根

へ
の

ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
取
付

が
１

１
時

半
過
ぎ

に
終

り
、
屋
内

配
線

に
移

る
。

１
２

時
前

に
な

り
段
取

り
の

良
い

時
点

で
昼
食

。
 

畑
林
清
子

さ
ん

か
ら
縫

っ
た
枕
カ

バ
ー

を
預

か
り

持
参

し
た

が
、

在
る

と

思
っ

た
肝

心
の
枕

が
無

か
っ

た
。
又

、
毛
布

の
一

部
が

ヒ
メ
ネ
ズ

ミ
に

か
じ

ら
れ

て
巣
作

り
の
跡

が
あ

り
、

次
回

に
対

処
し

た
い

。
 

事
前

に
組
立

持
参

し
た

ス
イ

ッ
チ

ボ
ッ

ク
ス

は
、
点
滅

電
球

で
暗

く
て

も

判
る

様
に

し
て
下

さ
る

、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
灯

は
２
灯

。
又

、
ス
マ
ホ

・
携

帯
電

話

充
電
器

も
据
付

ら
れ

た
。
 

こ
れ

で
行
仙

宿
、

平
治

宿
、

持
経

宿
に

は
、

ソ
ー

ラ
ー

発
電

に
よ

る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明

と
ス
マ
ホ

・
携

帯
電

話
充

電
器

が
設

置
さ

れ
、

い
ず

れ
も

児
嶋

、
梶

野
両

氏
に

よ
っ

て
成

さ
れ

、
行
仙

宿
の
一

部
以
外

は
無
償
提
供

し
て
頂

き
、

本
当

に
あ

り
が

た
く

、
御
礼

と
感
謝
申

し
上
げ

ま
す

。
 

 
 

 
 

照
明

配
線

打
合

せ
？

 
ス

マ
ホ

・
携

帯
充

電
器

据
付

 
 

作
業

終
了

！
 

 
 

 
 

 １
４

時
前

に
川

島
・

生
熊

は
先

行
し

て
持

経
宿

へ
戻

る
。

梶
野

氏
は

、
水

場
の
セ

メ
ン

ト
詰

め
作
業

の
現
地

確
認

へ
。

児
嶋

氏
梶

野
氏

が
戻

る
ま

で
待

機
。
 

先
行

者
は

、
千

年
檜
祠

の
シ
キ

ミ
を
採

り
供

え
て

持
経

宿
に
戻

る
。
 

程
な

く
梶

野
、

児
嶋
両

氏
が
戻

り
、

宿
内

で
コ

ー
ヒ

ー
を
飲
む

こ
と

に
す

る
が

、
ガ

ス
カ

ー
ト

リ
ッ
ジ

が
無

い
。

児
嶋

さ
ん

持
参

の
魔
法
瓶

の
お
湯

で

入
れ

て
下

さ
る

が
、
温

い
か

も
と

発
電
機

を
動

か
し

て
電
子

レ
ン
ジ

で
チ
ン

す
る

。
 

児
嶋

氏
は

、
ヤ
マ

ガ
ラ
餌

場
に
囮

の
鳥

を
置

き
、
餌

の
ヒ
マ
ワ

リ
の
種

を

蒔
く

。
ヒ
マ
ワ

リ
の
種

は
、
瓶
詰

め
で
囲
炉
裏
側

の
屋
内
窓
枠

に
置

か
れ

て

い
ま

す
の

で
、

来
宿

者
は
餌

場
に
餌

を
補
給

し
て

も
結
構

で
す

。
 

ゆ
っ

く
り

く
つ
ろ
ぎ

持
経

宿
１

５
時

４
０

分
に
下

山
、

池
郷

林
道

を
出

た

地
点

で
梶

野
氏

と
別

れ
帰

新
し

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

 
川

島
) 

 
 

 
 

 

持
経

宿
・

ヤ
マ

ガ
ラ

餌
場
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

新
宮

6
:5
5
→

池
原

・
池

郷
林

道
口

8
:0
5
→
8
:4
0
持

経
宿

9
:0
5
→
9
:5
5
平
治

宿
( 昼
食

1
2
:0
0
～
1
2
:4
0
)1
3
:5
5
→
1
4
:4
5
持

経
宿

1
5
:4
0
→
1
6
:1
5
池

郷
林

道
口

1
6
:2
0
→
1
7
:3
0
新

宮
 

 
寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品
 

児
嶋

道
夫

；
ソ

ー
ラ

ー
発

電
設
備
機
材

。
 

梶
野

照
雄

；
ス
マ
ホ

・
携

帯
電

話
充

電
器
機
材

。
 

畑
林
清
子

；
持

経
宿

・
枕
カ

バ
ー
( ９

) 。
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